
令和 8年度 九州大学大学院工学府機械系専攻 修士課程入学試験 問題紙　 1頁目（全 2頁）試験科目：数学 ［8月 19日 9時 30分～11時 30分］
受験番号　　　　　　　　　　　　　　　注意： • 1問につき解答紙 1枚を使用すること．

• 各解答紙に問番号を記入すること．
問 1 次の行列A ∈ R2→3について，以下の問いに答えよ．（50点）

A =

Ç
1 −1 0

−1 0 1

å

(1) AA"の固有値と正規化した固有ベクトルを求めよ．
(2) Aは，正規直交基底を列に持つ U = (u1,u2) ∈ R2→2と V = (v1,v2) ∈ R3→2を用いて，以下のように分解することができる．

A = UΣV ",Σ =

Ç
σ1 0

0 σ2

å
(∗)

ただし，σ1,σ2は正の実数であり，Aの特異値と呼ぶ．このとき，以下の変換式が成り立つことを示せ．
vi =

1

σi
A"ui, i = 1, 2

(3) (∗)の U，V，およびAの特異値を求めよ．ただし，σ1 > σ2とする．

問 2 以下の微分方程式の一般解を求めよ．（50点）
(1)

d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ 10y = 2 sin 3x

(2)
dy

dx
=

cos x+ yex − y2

2xy − ex

(3)
(
x2 + y2 − 4

)Å
x+ y

dy

dx

ã
= 4xy

Å
y − x

dy

dx

ã
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問 3 以下の問いに答えよ．（50点）

(1) 次の極限値を求めよ．
lim
x→∞

Å
x+ 1

x− 1

ãx

(2) 次の広義積分を計算せよ． ∫ ∞

−∞

1

π
e−

x2

π dx

(3) Dを x2

a2
+

y2

b2
+

z2

c2
! 1（a, b, c > 0）で定まる領域とする．

I =

∫∫∫

D

x2dxdydzを a, b, cを用いて求めよ．

問 4 f(t)のラプラス変換はF (s) =

∫ ∞

0

f(t)e−stdtと表される．以下の問いに答えよ．（50点）
(1) g(t) =

d2f(t)

dt2
のラプラス変換G(s)を F (s), f(0),

df(0)

dt
を用いて求めよ．ここで，

sはラプラス変換の収束域にあるとする．
(2) f(t) = ekt + tektのラプラス変換 F (s)を求めよ．ここで，Re[s] > Re[k]とする．
(3) 以下の連立微分方程式の初期値問題について x(t), y(t)のラプラス変換X(s), Y (s)を求めよ．






dx(t)

dt
=2x(t)− y(t),

d2y(t)

dt2
=− x(t) + 2y(t) + 3et − e2t,

x(0) = y(0) = 0,
dy(0)

dt
= 1.

(4) (3)の微分方程式の解 x(t), y(t)を求めよ．
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